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　5月に行われた「花の祭典」に

続いて、「食の祭典」が8月１１

日、「御食国」横の多目的広場で

行われました。（洲本市、日の出農協、
洲本市酪農協、由良町漁協連合会、淡路島第一

次産業振興公社などが主催、関連記事13　）�ペー�
ジ�

新鮮野菜が安い値段で販売されました� 海産物では、焼きあなごやタコの天ぷらが人気を集めました�

おいしい淡路ビーフにも行列ができました� 無料のヨーヨー釣りコーナーも設けられました�
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まちづくりに�

一

般

会

計

の

概

要

�

厳
し
い
財
政
状
況�

��

　
市
の
財
政
状
況
は
、
地
方
税

収
の
低
迷
や
減
税
に
よ
る
減
収

の
補
て
ん
、
景
気
対
策
へ
の
対

応
な
ど
の
た
め
借
入
金
の
残
高

が
増
加
し
、
た
い
へ
ん
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
十
分

に
認
識
し
、
税
収
入
の
確
保
や

経
費
の
節
減
に
努
め
な
が
ら
、

「
大
阪
湾
に
輝
く
交
流
都
市
・

洲
本
市
」
の
実
現
の
た
め
、
生

活
関
連
施
設
の
整
備
や
都
市
基

盤
整
備
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
展
へ
の
対
応
な
ど
を
積
極
的

に
進
め
ま
し
た
。�

�

����

　
歳
入
総
額
は
２
１
１
億
１
５

１
万
７
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
１
８
億
９,

３
４
９
万
９

千
円
の
増
、
率
に
し
て
９
・
９

　
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
入
が
前
年
度
決
算
額
を
上

回
っ
た
要
因
は
、
地
方
特
例
交

付
金
や
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

出
金
、
県
支
出
金
、
市
債
な
ど

が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。�

　
歳
入
の
主
要
を
占
め
る
市
税

に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
や

法
人
市
民
税
が
定
率
減
税
や
税

率
の
引
き
下
げ
、
景
気
の
低
迷

な
ど
が
原
因
で
減
収
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

����

　
歳
出
総
額
は
２
０
６
億
７,

２
３
３
万
４
千
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
２
０
億
２,

３
５
６

万
６
千
円
の
増
、
率
に
し
て
１

０
・
９
　
の
伸
び
と
な
り
ま
し

た
。�

　
歳
出
が
前
年
度
決
算
額
を
上

回
っ
た
要
因
は
、
老
人
ホ
ー
ム

入
所
な
ど
に
係
る
経
費
に
充
て

る
扶
助
費
や
、
広
域
消
防
や
広

域
水
道
企
業
団
な
ど
の
負
担
金

に
充
て
る
補
助
費
、
健
康
福
祉

館
の
建
設
な
ど
に
要
し
た
普
通

建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
費
な

ど
が
増
加
し
た
た
め
で
す
。�

歳
入
歳
出
と
も
に
前
年
度
よ
り
増
加�

＊
歳  

出�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

＊
歳  

入�

市「財政事情」の公表は、地方自治法に基づき、市条例において、３月と９月に

行うものと定められています。�

内容は、市民の皆さんに納めていただいた税金や、国からの交付税などの収入及

び支出の状況、市民の負担状況、市の財産の現在高などで、財政に対する理解を

深めていただくためのものです。�

９月に公表する「財政事情」では、前年度の収支状況（決算）を明らかにするこ

ととなっています。�

一 般 会 計 �

206億7,233万円が使われました�

一般会計歳入歳出構成図�

歳　出�
206億7,233万円�
（100%）�

歳　入�
211億152万円�
（100%）�

源�
源�

自�

主�

財�

依�

存�

財�

その他 2億1,204万円 1.0％�

議会費 2億5,246万円 1.2％�

消防費 5億4,921万円 2.7％�

商工費 5億6,327万円 2.7％�

災害復旧費�
7億421万円 3.4％�

農林水産業費�
8億8,231万円�

4.3％�

　  教育費�
14億7,272万円�
　　　　　7.1％�

公債費�
21億1,881万円�

10.3％�

土木費�

27億7,108万円�

13.4％�

総務費�

30億3,752万円�

14.7％�

衛生費�

36億4,744万円�

17.6％�

民生費�

44億6,127万円�

21.6％�

その他�
6億262万円 2.9％�

地方消費税交付金�
4億6,100万円 2.2％�

県支出金�
13億9,815万円 6.6％�

国庫支出金�
20億5,362万円�

9.7％�

市　債�

29億9,208万円�

14.2％�

地方交付税�

36億5,551万円�

17.3％�

その他�
9,876万円 0.5％�
分担金及び負担金�

3億608万円 1.5％�
使用料及び手数料�
5億2,593万円�
2.5％�

繰越金�
5億5,925万円�
2.6％�

繰入金�
6億5,735万円�
3.1％�

  諸収入�
16億8,629万円�
　　8.0％�

　市　税�

 61億491万円�

　　　28.9％�

（
見
込
）�
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歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を

差
し
引
い
た
収
支
は
、
４
億
２,

９
１
８
万
円
、
更
に
翌
年
度
へ

の
繰
り
越
し
分
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
、
２
億
５,
６
３

８
万
円
で
、
こ
の
実
質
収
支
額

は
、
昭
和
４
７
年
度
以
降
す
べ

て
黒
字
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
の
健
全
度
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
、
税
収
が

減
少
し
て
い
る
た
め
、
７
９
・

０
　
と
、
前
年
度
よ
り
１
・
３

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
財
政
指
標
で
は
、

自
主
財
源
の
豊
か
さ
を
示
し
、

国
の
交
付
税
算
定
の
目
安
と
な

る
財
政
力
指
数
は
、
０
・
６
３

１
。
ま
た
、
市
の
借
入
金
の
度

合
を
示
す
公
債
費
比
率
は
、
前

年
度
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
上

が
り
、
１
８
・
９
　
。
起
債
制

限
比
率
は
、
０
・
５
ポ
イ
ン
ト

上
が
っ
て
１
２
・
５
　
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
職
員
の
給
与
水
準
の
指
標
と

な
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
国

家
公
務
員
の
平
均
給
与
額
を
１

０
０
と
す
る
）
は
、
前
年
度
よ

り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

１
０
１
・
７
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
で
は
、
経
常
経

費
の
節
減
に
努
め
、
純
利
益
は

８,
６
９
４
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
資
本
的
収
支
で
は
、

本
土
導
水
に
係
る
新
設
工
事
な

ど
を
実
施
し
た
た
め
、
２
億
６,

１
９
６
万
円
の
不
足
が
生
じ
て

い
ま
す
が
、
過
年
度
の
留
保
資

金
な
ど
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

＊
国
民
健
康
保
険
　
　

　
　
　
　
（
事
業
勘
定
）

　
実
質
収
支
額
で
は
、
１
億
３,

６
３
３
万
２
千
円
の
赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
な
ど

の
保
険
給
付
費
の
増
加
と
国
庫

負
担
金
が
翌
年
度
精
算
と
な
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

＊
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

　
実
質
収
支
額
で
は
、
８
９
８

万
３
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
国
・
県
支

出
金
が
翌
年
度
精
算
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

＊
そ
の
他
の
特
別
会
計�

　
い
ず
れ
も
黒
字
ま
た
は
、
歳

入
歳
出
差
引
額
０
の
決
算
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　市民負担と支出の状況�
平成１１年度の一般会計決算額を、
平成１２年３月３１日現在の住民登
録人口４２,２５９人で割って、１人�
当りに換算してみました。�

◆市民１人当りが納めた市税◆�
　　　　１４４,４６４円�
（内　訳）�
　　固定資産税　　６６,５９８円�
　　市　民　税　　５５,７８９円�
　　都市計画税　　　８,９７７円�
　　市たばこ税　　　７,０３９円�
　　軽自動車税　　　１,７００円�
　　入　湯　税　　　１,２１９円�
　　特別土地保有税 　　２９０円�
　　そ　の　他　　　２,８５３円�

◆市民１人当りに使われたお金◆�
　　　　４８９,１８２円�
（内　訳）�
　　民　生　費　１０５,５７０円�
　　衛　生　費　　８６,３１１円�
　　総　務　費　　７１,８７９円�
　　土　木　費　　６５,５７４円�
　　公　債　費　　５０,１３８円�
　　教　育　費　　３４,８５０円�
　　農林水産業費　２０,８７９円�
　　そ　の　他　　５３,９８１円�

　市債現在高（平成１１年度末）�
　一般会計　２１５億５,９９０万円�
　特別会計　１９２億１,３４３万円�
　　 計　 　４０７億７,３３３万円�

特

別

会

計

の

概

要

�
�
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実
質
収
支
は
黒
字�

�

資 産 の 部 � 負 債 の 部 �
流動資産�

�

�

�

�

�

固定資産�

有形固定資産�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

無形固定資産�

�

�

投資等�

�

�

�

�

�

�

�

繰延資産�

流動資産�

�

�

�

固定負債�

�

�

�

�

�

�

�

正味財産�

現金預金�

未収金�

�

�

財政調整基金�

�

�

土地�

基金保有土地�

建物�

道路�

橋りょう�

河川�

山林�

構築物�

機械・設備�

車両等�

その他備品等�

�

電話加入権等�

�

�

投資及び出資金�

貸付金�

保証金�

基金�

�

�

その他投資�

�

ソフト開発�

その他�

翌年度償還金�

一時借入金�

未払金�

�

翌々年度償還金�

退職引当金�

修繕引当金�

翌々年度債務負担額�

�

�

�

�

国補助金�

県補助金�

地元負担金�

繰越余剰金�

一般財源�

地方税等未収金�

その他（繰越補助金他）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

土地開発基金�

その他基金�

合　計� 合　計�

負債計�

正味財産計�

2,131,293�

434,009�

1,035,077�

626,646�

408,431�

662,207�

70,885,013�

70,847,892�

38,459,871�

1,444,635�

16,033,366�

1,846,030�

1,175,531�

2,607,876�

240,583�

8,792,731�

5,818�

195,085�

46,366�

37,121�

37,121�

�

4,526,791�

2,956,896�

375,160�

910�

1,193,825�

66,657�

1,127,168�

�

36,902�

36,902�

�

77,579,999�

�

�

2,633,039�

1,646,540�

�

986,499�

31,199,055�

21,204,864�

3,501,731�

70,272�

6,422,188�

�

33,832,094�

�

�

10,099,353�

1,255,926�

167,867�

256,381�

31,968,378�

43,747,905�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

77,579,999

●洲本市のバランスシート（普通会計）　　�

●事業別に見る市民1人当りの資産と負債�

●資産・負債の集計�

〔単位：千円〕� 貸 借 対 照 表 �

バランスシートを作成�

市の財政状況を一般企業の会計方法で表現しました�
　市では、財政状況をよりわかりやすくするため、初の試みとして、平
成１１年度決算に併せて、貸借対照表～バランスシート～を作成しました。�
　内容は、一般会計とＣＡＴＶ事業などの特別会計を合わせた会計を、
企業（会社）会計の形で、資産、負債、資本に分類し、市の財政状況が
一目で理解できるようになっています。このたび作成した内容の概要に
ついて、公表します。�
＊バランスシートの作成に当っては、事業別（総務費ほか９区分）に、
　すべての資産と負債を掲載しました。�
＊バランスシートの公表は、県内では、兵庫県に次いで２番目となります。�

550,000�

450,000�

350,000�

250,000�

150,000�

50,000�

－50,000

円�

円�

資 産 額 �
負 債 額 �
正味財産�

（Ｈ.12.3.31現在人口）�

資　産　額� 負　債　額� 正 味 財 産 �

77,579,999,000�

1,835,822

円�

33,832,094,000�

800,587

円�

43,747,905,000�

1,035,235市民１人当り�
(42,259人)

市　全　体�

総務費� 民生費� 衛生費� 農林費� 商工費� 土木費� 消防費� 教育費� その他�災害復旧�

洲 本 市 は 「 優 良 企 業 」 �
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七
月
に
は
ほ
ぼ
満
水
だ
っ
た

市
内
六
つ
の
ダ
ム
（
猪
鼻
第
一
、

猪
鼻
第
二
、
竹
原
、
天
川
第
一
、

天
川
第
二
、奥
畑
）も
八
月
下
旬

に
は
貯
水
率
が
約
五
〇
　
（
満

水
時
百
七
十
万
八
千
五
百
　
）

に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
市
で
は
、

市
内
全
世
帯
に
ビ
ラ
を
配
る
な

ど
節
水
の
呼
び
か
け
を
す
る
一

方
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は

洗
車
を
控
え
て
も
ら
う
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
降
雨
の
少
な
い
冬

期
を
迎
え
れ
ば
、
ま
す
ま
す
水

不
足
の
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
節
水
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。�

　
明
石
海
峡
大
橋
を
使
っ
て
神

戸
側
か
ら
県
営
水
道
水
の
供
給

を
受
け
る
「
本
土
導
水
」
が
昨

年
十
二
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
八
月
下
旬
か
ら
は
申
し

込
み
水
量
を
上
回
る
約
三
千
五

百
　
を
受
水
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
十
本
の
深
井
戸
を
フ

ル
活
用
、
日
量
約
五
千
　
の
水

を
確
保
す
る
な
ど
、
給
水
制
限

を
避
け
る
た
め
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。�

　
全
国
的
に
少
雨
と
な
っ
た
平

成
六
年
、
本
市
で
は
八
月
か
ら

翌
年
四
月
（
一
時
、
給
水
制
限

が
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
か

け
て
通
算
百
八
十
日
に
も
お
よ

ぶ
過
去
最
悪
の
給
水
制
限
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
補
助

水
源
の
確
保
と
し
て
掘
削
し
た

深
井
戸
が
、
現
在
活
躍
し
て
い

ま
す
。�

今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
と
少
雨
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
七
月
の
降
水
量
は
、
一
八�

・
五
　
と
洲
本
測
候
所
開
設
（
一
九
一
九
年
）
以
来
の
最
少
記
録
で
し
た
。
ま
た
、
八
月
に

も
、
ま
と
ま
っ
た
雨
が
な
く
、
ダ
ム
の
貯
水
量
は
落
ち
込
む
一
方
と
な
り
ま
し
た
。�

こ
の
た
め
市
で
は
、
九
月
七
日
に
渇
水
対
策
本
部
（
本
部
長
・
中
川
啓
一
市
長
）
を
設
置
。

節
水
を
呼
び
か
け
る
一
方
、
深
井
戸
や
本
土
導
水
な
ど
に
よ
る
水
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。�

ミ�　
リ�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

パ
ー�

セ
ン
ト�

洗
車
や
打
ち
水
は�

　
　
　
控
え
め
に�

本
土
導
水
や
深
井
戸�

を
フ
ル
活
用
し
て
ダ�

ム
の
水
を
温
存�

平
成
六
年
の
異
常
渇
水�

水位の下がった猪鼻第一ダム�
（9月6日、貯水率39　）�
�

深井戸10本をフル回転させ、日量5,000　�
の水を確保（9月1日現在）�
�

本土導水からは3,500　を受水（8月30日現在）�
（写真は宇原浄水場の操作パネル）�

�

農作物にも被害がでました（稲の被害を見て�
まわる農業共済・損害評価委員の皆さんら）�
�

植木などの水やりは、下水処理水を再利用�

ト�
　ン�

ト�
　ン�

パー�
セント� 九

月
十
日
か
ら
の
降
雨
に
よ
り
、
ダ
ム
の
貯
水
量
は
回
復
し
ま
し
た
が
、�

引
き
続
き
、
節
水
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。�
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一
月
か
ら
八
月
ま
で
の
降
水
量
で
は
、
全
国
的
な
異
常
渇
水
と
な

っ
た
平
成
六
年
よ
り
も
ま
だ
少
な
い
降
水
量
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平

成
六
年
・
五
百
六
十
二
　
、
平
成
十
二
年
・
五
百
三
十
八
・
五
　
、

平
年
で
は
千
二
十
九
・
六
　
）
。�

　
一
方
、
貯
水
率
は
七
月
一
日
に
は
ほ
ぼ
満
水
状
態
で
し
た
が
、
七
、

八
月
に
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
た
め
、
八
月
下
旬
に
は
半
減

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
平
年
の
降
水
量
は
十
一

月
か
ら
三
月
ま
で
は
百
　
以
上
の
雨
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

降水量などの推移�

ミ�　
リ�

ミ�　
リ�

ミ�　
リ�

ミ�　
リ�

（平成12年洲本測候所）�
200�

190�

180�

170�

160�

150�

140�

130�

120�

110�

100�

90�

80�

70�

60�

50�

40�

30�

20�

10

100�

90�

80�

70�

60�

50�

40�

30�

20�

10

（mm）� （%）�

1月　 ２月　　３月　 ４月　 ５月　 ６月　 ７月　 ８月　 ９月　　10月　11月　12月�
（貯水量は１日現在）�

79％�

59％�

42％�

63％�

99％�

60％�

76％�

48％�

53％�

主要ダムの�
貯 水 量 �

12
年�

平
年�

すぐにできる家庭での節水対策�
　洗濯でも、た
めすすぎをすれ
ば１回110　の
水ですすぎます。
注水すすぎだと
165　にもなり
ます。

　浴槽は小さなもので
も2 0 0　。残り湯の半
分くらいは、洗濯・掃
除・まき水に使えます。

　バケツ洗いなら30

程度ですむ洗車も、
流しっ放しのホ
ース洗いでは、
240　以上の
水が必要で
す。

　洗面、炊事には、水の
出を調節して…。節水コ
マもあります。

　コップ３杯程度です
む歯みがきも、水の流
しっぱなしでは、30秒
で約６　のムダ。

126.6
130.2

18.5

6.5

156.6
150.8

235.3
238.7

99.5

62.2

52.552.6

40

84

146

108

156

88.1

41.4

73
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島
へ
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
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広
島
へ
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と�

安
乎
小
学
校
六
年
生
が
五
月
三
十
〜
三
十
一
日
、
広
島
方
面
へ
の
修
学
旅
行
を
行
い

ま
し
た
。
旅
行
の
後
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
や
思
い
出
な
ど

を
綴
っ
た
「
修
学
旅
行
新
聞
」
を
作
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
新
聞
の
中
か
ら
原

爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
公
園
な
ど
を
見
学
し
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
除
補
真
弥
さ
ん�

　
〜
平
和
記
念
公
園
〜�

　
ま
ず
は
、
語
り
部
さ
ん
の
話�

を
ち
ょ
っ
と
聞
き
ま
し
た
。
そ�

れ
か
ら
、
原
爆
の
子
の
像
を
見�

た
り
し
ま
し
た
。
私
が
一
番
び�

っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
千
羽
づ�

る
が
た
く
さ
ん
お
さ
め
て
あ
る�

所
を
て
い
ね
い
に
掘
っ
て
い
く

と
、
ま
だ
骨
が
埋
ま
っ
て
い
る

と
聞
い
た
時
で
す
。
そ
れ
で
、�

語
り
部
さ
ん
は
、
一
月
一
日
に
、�

は
だ
し
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
ま�

わ
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
男�

子
は
語
り
部
さ
ん
と
い
っ
し
ょ�

に
は
だ
し
で
直
線
を
歩
き
ま
し�

た
。
も
く
と
う
も
し
ま
し
た
。�

次
に
、
は
に
わ
の
よ
う
な
形
を�

し
た
平
和
記
念
塔
を
見
ま
し
た
。�

そ
の
中
の
石
に
は
、「
安
ら
か
に

眠
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
や
ま
ち

は
く
り
か
え
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」�

と
い
う
文
字
が
き
ざ
ん
で
あ
り�

ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
は
、
も�

う
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。�

　
〜
資
　
料
　
館
〜�

　
資
料
館
に
は
、
八
時
十
五
分

で
止
ま
っ
て
い
る
時
計
が
あ
り

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
手
の
皮

が
め
く
れ
て
指
の
と
こ
ろ
に
つ

い
て
い
る
人
形
も
あ
り
ま
し
た
。�

気
持
ち
悪
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ�

が
現
実
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思�

い
ま
し
た
。
黒
い
つ
め
も
あ
り�

ま
し
た
。
原
爆
で
被
害
を
受
け�

た
人
の
写
真
も
あ
り
ま
し
た
。�

写
真
を
見
た
だ
け
だ
け
ど
、
苦�

し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。�

あ
と
、
か
み
の
毛
が
ば
っ
さ
り�

と
ぬ
け
た
人
の
毛
が
展
示
さ
れ�

て
い
ま
し
た
。
か
わ
い
そ
う
だ�

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
前
田
裕
美
さ
ん�

　
〜
平
和
記
念
公
園
〜�

　
調
べ
た
時
に
つ
る
が
た
く
さ�

ん
お
い
て
あ
る
と
知
っ
て
い
た�

が
、
実
さ
い
に
見
る
と
す
ご
い�

数
。
も
う
数
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら�

い
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
一
番�

多
く
あ
っ
た
の
は
、
さ
だ
こ
さ�

ん
の
像
だ
っ
た
。
大
き
な
大
き�

な
お
に
ぎ
り
の
よ
う
に
お
い
て�

あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
中
に
は
、�

つ
る
で
絵
や
文
字
を
書
い
た
も�

の
も
数
多
く
あ
っ
た
。�

　
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
が
二
つ

あ
る
。
一
つ
目
は
、
は
だ
し
く

よ
う
。
も
う
一
つ
は
、
公
園
の

土
を
一
　
ぐ
ら
い
掘
る
と
、
原

爆
で
亡
く
な
っ
た
人
の
骨
が
出

て
く
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。�

そ
し
て
、
こ
の
公
園
は
墓
と
い�

う
こ
と
も
聞
い
た
。
全
部
は
見�

ら
れ
な
か
っ
た
。�

　
〜
原
爆
ド
ー
ム
〜�

　
爆
心
地
か
ら
あ
ん
ま
り
は
な�

れ
て
い
な
い
の
に
、
こ
れ
ほ
ど�

も
形
が
残
っ
て
い
る
の
が
と
っ�

て
も
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
と
、�

あ
ら
た
め
て
知
っ
た
。
ド
ー
ム�

に
背
を
む
け
て
語
り
部
さ
ん
の�

話
を
聞
く
と
き
は
、
私
な
り
に�

し
ん
け
ん
に
な
っ
て
聞
い
た
。�

や
っ
ぱ
り
原
爆
と
は
こ
わ
い
物�

な
ん
だ
と
思
っ
た
。�

　
〜
資
　
料
　
館
〜�

　
い
ろ
ん
な
人
が
来
て
い
た
。�

外
国
の
人
も
来
た
。
そ
こ
に
は
、�

焼
け
野
原
に
な
っ
た
広
島
中
心�

部
の
も
け
い
、
ち
り
ょ
う
し
て�

い
る
と
こ
ろ
の
写
真
な
ど
が
展�

示
さ
れ
て
い
た
。�

　
　
　
　
　中
瀬
紫
衣
那
さ
ん�

　
〜
お
は
な
し
〜�

　
お
話
を
き
い
て
、
も
の
す
ご�

く
悲
し
く
て
泣
き
そ
う
に
も
な�

り
、
今
ま
で
の
想
像
よ
り
も
は�

る
か
に
恐
い
も
の
だ
と
思
い
ま�

し
た
。
私
は
私
の
中
で
こ
の
話�

を
聞
き
な
が
ら
頭
の
中
で
想
像�

し
ま
し
た
。す
る
と
、も
っ
と
も

っ
と
恐
く
な
り
ま
し
た
。
目
が

う
る
う
る
し
て
い
ま
し
た
。
本

で
読
ん
だ
り
し
て
知
る
よ
り
も
、

体
験
し
た
人
の
ほ
う
が
、す
ご
く

分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。�

　
〜
平
和
資
料
館
〜�

　
平
和
資
料
館
に
入
る
前
は
、�

み
ん
な
も
た
ぶ
ん
そ
う
だ
と
思�

っ
た
け
ど
、
す
っ
ご
く
す
っ
ご�

く
疲
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
し�

ん
ど
い
と
い
う
感
じ
で
、
空
気�

が
ど
よ
ー
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。�

そ
し
て
、
平
和
資
料
館
に
入
る�

時
は
、
な
ぜ
か
み
ん
な
元
気
だ�

っ
た
気
が
し
ま
す
。
実
は
、
私�

も
だ
け
ど
、
も
う
見
た
く
て
見�

た
く
て
、
が
ま
ん
で
き
な
い
く�

ら
い
に
次
々
に
見
て
い
き
ま
し�

た
。
よ
ー
く
覚
え
て
い
る
の
は
、�

や
は
り
ろ
う
人
形
で
す
。
も
の�

す
ご
く
恐
い
の
で
、
少
し
見
た�

だ
け
な
の
に
、
目
に
焼
き
つ
い�

て
頭
か
ら
な
か
な
か
は
な
れ
ま�

せ
ん
で
し
た
。
次
に
覚
え
て
い�

る
の
は
、
時
計
と
お
弁
当
で
す
。�

時
計
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、�

お
弁
当
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

外
が
わ
は
な
ん
と
も
い
え
な
い�

ぐ
ら
い
わ
か
る
の
に
、
中
み
は�

ま
っ
黒
で
、
す
み
か
な
に
か
で�

ぬ
っ
た
み
た
い
で
し
た
。�

メ
ー�

ト
ル�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域７ヵ店�

よ
　
す
け
　
ま
　
　
や�

ひ
ろ
　
み�

し
　
　い
　
　な�
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

〜
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
あ
け
ぼ
の
苑
」（
由
良
）
〜�

市
民
レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
0

地
　
域
　
活
　
動�

推

進

員

講

座

�

精
神
保
健
福
祉�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座�

青
年
海
外
協
力
隊�

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す�

　
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
お
気�

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
と
　
き
　
十
月
八
日
（日）
、
午�

　
前
十
時
〜�

◆
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
、
陸�

　
上
競
技
場�

◆
内
　
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル�

　
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、�

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
、�

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー�

　 

ナ
ー
な
ど�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
課
（
☎
２
２
・
３
３�

２
１
）
へ
。�

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
九
日
（日）
、

　
▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
説
明
会
　
午
後
一
時
半
〜

　
▽
青
年
海
外
協
力
隊
　
午
後

　
二
時
半
〜�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
勤
労
セ
ン
タ�

　
ー
（
宇
原
）�

▼
詳
し
く
は
、
国
際
協
力
事
業

団（
☎
０
７
８
・
７
３
４
・
５

１
７
５
）
へ
。�

　
洲
本
保
健
所
で
は
、
精
神
障

害
者
の
社
会
復
帰
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
支
援
し
て
く
れ

る
人
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

心
の
病
気
や
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
開
催
日
時
や
内
容
、
参
加
申

込
な
ど
詳
し
く
は
、
同
保
健
所

（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）
へ
。�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
一
粒�

の
会
」
や
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ

ト
事
務
局
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
や
情
報
交
換
の
た
め

「
地
域
活
動
推
進
員
講
座
」
を�

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、「
自
分

を
見
直
す
、
幸
せ
な
自
然
界
・

社
会
に
―
」
を
テ
ー
マ
に
九
月

二
十
七
日
か
ら
来
年
二
月
ま
で
、

ほ
ぼ
毎
月
一
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

（
料
理
実
習
は
三
百
円
）
で
す
。�

▼
開
催
日
時
や
講
座
の
内
容
な�

ど
詳
し
く
は
、
一
粒
の
会
代
表
、�

海
老
方（
☎
２
３
・
１
２
１
６
）�

か
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー�

（
☎
２
６
・
０
０
２
２
）
へ
。�

◆
入
居
対
象
者
　
▽
原
則
と
し�

て
六
十
歳
以
上
で
、
独
立
生
活�

に
不
安
の
あ
る
人
　
▽
自
力
で�

日
常
生
活
が
で
き
、
協
調
し
て�

集
団
生
活
が
営
め
る
人
　
▽
身�

元
保
証
人
が
あ
り
、
所
定
の
利�

用
料
が
負
担
で
き
る
人�

◆
設
備
の
概
要�

　
・
居
室
　
十
五
室
（
二�

　
　
十
二
・
五
平
方
　
）�

　
　
ト
イ
レ
、
洗
面
台
、�

　
　
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、
押�

　
　
入
、
電
磁
調
理
器
、�

　
　
冷
暖
房
設
備
、
非
常�

　
　
通
報
装
置
、
ベ
ラ
ン�

　
　
ダ
な
ど
。�

　
・
共
用
　
食
堂
、
浴
室
、�

　
　
洗
濯
室
、
娯
楽
室
、�

　
　
相
談
室�

　
・
そ
の
他
、
喫
茶
、
ボ�

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム�

　
　
な
ど
。�

◆
日
常
生
活
上
の
サ
ー
ビ
ス�

　
・
食
事
　
栄
養
士
の
管�

　
　
理
、
献
立
の
下
、
毎�

　
　
日
三
食
提
供
し
ま
す
。�

　
・
入
浴
　
共
同
浴
室�

　
・
そ
の
他
、
趣
味
、
教�

　
　
養
、
娯
楽
な
ど
の
お�

　
　
手
伝
い�

▼
詳
し
く
は
、
由
良
総
合�

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス

「
あ
け
ぼ
の
苑
」
（
☎
２
７
・

０
１
４
６
）
へ
。�

由
良
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
あ
け
ぼ
の
苑
」
で
は
、
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
は
、
高
齢
者
の
生
活
や
心
身
の
特
性
を
考
慮
し
た
住
宅
機
能
と
、

自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
福
祉
機
能
と
を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。�

「
あ
け
ぼ
の
苑
」
は
、
由
良
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
四
階
に
あ
り
、
自
然
環
境
や
交

通
の
便
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。�

開
　
催�

参
加
者
募
集�

参
加
者
募
集�

居室での電気、水道代などの使用料は、本人負担です。�
生活費、冬期加算（１１月～３月）、事務費は国の定めで毎年度�
途中に改定されます。�
管理費は、一括払い・併用払いも出来ます。�

◆費　　用�

‥�

（平成１２年４月現在）�

管　理　費� 生　活　費 �冬 期 加 算 � 事　務　費�

１９，５６０円�４２，９３０円�１，９００円�

１０，０００円～�
　　６１，８００円�
（前年度所得に�
　より異なります）�

（分割月額）�

△
△
　
△
�

月
　
　
額�

メ
ー�
ト
ル�
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◆満８８歳以上の人（大正元年９月１６日以前に生まれた

人）に１０，０００円。�

　県長寿祝金を受けられる人は、市民養老金と両方受けら

れます。�

◆祝金をお渡しする日程�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　悪天候などで指定日にお渡しできない場合は、広報車や

ケーブルテレビなどでお知らせします。�

�

�

�

�

　６０歳以上で日常生活を営む上で支障のある人や障害を

持つ人が、既存住宅の段差解消工事や和便器の洋便器への

取り換えなどを行い、住みやすく改造する場合、改造に要

する経費の一部を助成します。�

　申請書に次の書面が必要ですが、事前に介護福祉課に相

談してください。�

◆添付書類　　住宅改造工事計画書　工事見積書　工事承

　諾書（賃貸住宅に居住している人）　生計中心者の前年

　分の所得税課税を証明する書類　市民税課税証明書　着

　工前の写真など�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　乳幼児のツベルクリン反応とＢＣＧ接種を行います。母

子手帳を持参して受けてください。�

◆対 象 児　平成１２年３月１日～６月３０日生まれ�

◆実施場所　健康福祉館�

◆実施日時�

�

�

�

�

�

�

�

�

　時間はいずれも、午後２時～２時３０分�

�

�

�

�

　国の公衆衛生審議会から、昭和５０年から５２年生まれ

の人はポリオワクチンを接種したにもかかわらず、抗体保

有率が低いと報告されています。この年代の人は再度、予

防接種を受けられることをお勧めします。保健センターで

は、１１月１４日、１５日、２０日、２７日にポリオワク�

チンの接種を行います。接種希望の人は１０月１３日（金）ま

でに電話で保健センターへ申し込んでください。任意接種

のため４，０００円が必要です。また次の病院などでも接

種できます。�

　兵庫医科大学病院（西宮市武庫川町　☎０７９８・４５

・６１１１）　神戸市中央保健所（海外渡航者のみ　神戸

市中央区雲井通  ☎０７８・２３２・４４１１）�

�

�

�

�

　　◆10月6日（金）�

　　　午前１０時～１１時３０分�

　　　洲本市役所�

　　　午後１２時４５分～３時３０分�

　　　カネボウ電子（塩屋）�

　　◆10月13日（金）�

　　　午前１０時～１１時３０分�

　　　淡路広域消防ビル�

　　　午後１時～２時�

　　　淡路産業（上加茂）�

　　　午後２時３０分～４時�

　　　県立淡路病院�

　　◆10月18日（水）�

　　　午前１０時～午後３時３０分�

　　　健康福祉館�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　平成１２年度１０月期の児童手当を次の期日に、指定の

金融機関に口座振り込みします。�

◆振込日�

　　１０月２５日（水）�

　　（平成１２年６月～９月分）�

福祉課からのお知らせ�
　　　　　　　☎22・3332

健康課からのお知らせ�
　　　　　　　☎22・3337

▽

▽ ▽

▽

▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

▽

▽

▽ ▽

対　象　地　区�と　こ　ろ�と　　き�

９月１９日（火）�

�

９月２０日（水）�

�

９月２１日（木）�

�

９月２２日（金）�

内町・外町・物部・�

上物部�

潮・小路谷・千草・�

大野・加茂・納・鮎屋�

由良�

上灘�

中川原�

安乎�

市民会館展示室�

�

市民会館展示室�

由良支所�

上灘出張所�

中川原公民館�

安乎公民館�

１０月 ２ 日（月）�１０月 ４ 日（水）�

内町、外町、潮、�

大野、鮎屋、由良、�

上灘、安乎、中川原�

物部、上物部、�

津田、納、加茂、�

千草�

１０月１１日（水）�１０月１３日（金）�

実　施　日� 実　施　日�
対　象　地　区�

ツベルクリン反応� 判定・ＢＣＧ�

→
�
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健康福祉館だより�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　老後の安心をみんなで支える「介護保険制度」がスター

トして約半年が過ぎました。本市では、これまで約１，１

００人が要介護・要支援の認定を受け、在宅や施設でのサ

ービスを利用しています。�

　介護保険制度では、要介護・要支援認定の有効期限が決

められています。この有効期限終了後も引き続き介護サー

ビスを利用する場合は、「更新認定」の申請が必要です（有

効期限は、介護保険被保険者証に記載しています）。�

�

�

　継続してサービスを利用するためには、再度、要支援・

要介護認定を受ける必要があります。�

　有効期限２か月前に、市から「更新のお知らせ」を郵送

しますので、被保険者証を添えて市介護福祉課（健康福祉

館内）で「更新申請」を行ってください。申請期間は有効

期限満了日の６０日前から３０日前までです。ご家族や介

護支援専門員（ケアマネージャー）に代行を依頼すること

もできますので、お忘れのないようお願いします。�

�

�

　介護老人福祉施設や介護老人保健施設、介護療養型医療

施設に入所・入院している人も、更新認定を受ける必要が

あります。この場合は、入所している施設に相談してくだ

さい（施設には、市から有効期限２か月前に申請書を送付

し更新のお知らせをします）。�

�

�

　認定期間中は、利用した介護サービス費用（要介護度に

応じた限度額の範囲内）の１割が自己負担ですが、更新申

請をせずに有効期限が過ぎてしまうと、全額自己負担して

いただくことになります。�

�

�

　有効期限内でも随時、認定の見直しができますので、介

護支援専門員（ケアマネージャー）や施設に相談し、「変更

申請」を行ってください。�

　更新や変更認定の際も、前回の認定時と同様に市職員な

どの調査員による「訪問調査」を受けていただきます。ま

た、かかりつけ医師の「意見書」も必要です。�

　また、更新（変更）認定申請中の人は、申請から認定ま

での間も、それまでと同様のサービス利用が可能です。�

�

�

　本年４月以後、満６５歳になる人には、到達月に「介護

保険被保険者証」を郵送しています。介護が必要な人は、

随時受け付けていますので、要支援・要介護認定申請を行

ってください。�

�

�

�

�

　本市では、高齢者の皆さんが介護が必要な状態にならな

いよう、また、住み慣れた地域で引き続き自立した生活が

できるよう、さまざまな事業を行っています。このほど、

寝たきりや車いすを利用している人の外出を支援する事業

を始めました。�

◆対象者　６５歳以上で老衰や心身の障害などで、寝たき

　りや車いすを利用している人、また６０歳以上で下肢が

　不自由な人�

◆内　容　移送用車両（リフト付車両やストレッチャー装

　着ワゴンなど）で、居宅と医療機関や福祉サービス提供

　施設などとの送迎をします（送迎には運転手のほか、訪

　問介護員が付き添います）。�

◆費　用　　市内、緑町、津名町は１回（片道）３００円

　　島内のそのほかの地域　１回（片道）６００円　　そ

　の他費用がかかる場合は実費となります。�

◆利用回数　月４回まで（片道１回と計算します）。�

　そのほか、買い物や掃除などのサービスを行う軽度生活

援助事業、日常生活に必要な動作訓練などをするいきがい

対応型デイサービス事業、急病などの緊急時に緊急通報セ

ンターなどに通報できる機器を貸与する緊急通報システム

貸与事業、養護老人ホームなどで生活習慣指導などを行う

生活管理指導事業などを行っています。詳しくは、介護福

祉課へお問合せください。�

�

�

�

�

　兵庫県と洲本市では、今年も７０歳以上（９月１５日現

在）の人に祝金をお贈りします（対象者には通知します）。�

市民養老金�

◆満７０歳から７４歳までの人（大正１４年９月１７日か

ら昭和５年９月１６日までの間に生まれた人）に２，００

０円。�

◆満７５歳以上の人（大正１４年９月１６日以前に生まれ

た人）に３，０００円。�

県長寿祝金�

◆満８５歳から８７歳までの人（大正元年９月１７日から

大正４年９月１６日までの間に生まれた人）に２，０００

円。�

　今月の「健康福祉館だより」では、介護福祉課か

ら介護保険の更新手続きや市民養老金などの贈呈、

健康課から乳幼児結核検診や献血日程、福祉課から

児童手当についてお知らせします。�

介護福祉課からのお知らせ�
　　　　　　　☎22・9333

7

◆現在、在宅サービスを利用している人は�

◆現在、施設サービスを利用している人は�

◆もし、更新申請をしなかったら……�

◆有効期限内で心身の状況が変化した場合は�

◆まもなく65歳（第1号被保険者）になる人へ�

▽

▽ ▽

→
�



１０�

　老人保健制度や福祉医療制度の重要性は、ますます高く

なっています。本市でも、老人保健対象者の増加などによ

り、これらの医療費は年々増え続けています。特にお年寄

りになると病気になりやすく、しかも治りにくくなるため、

どうしても医療機関にかかる場合も多くなります。�

　皆さんも、日ごろから健康管理や病気の予防に心がけ、

医療費の節約に努めていただくようご協力お願いします。�

　満６５歳以上の人や満５歳までの乳幼児、心身障害者、

母子・父子家庭、遺児の皆さんが健康で幸せな生活を送っ

ていただくため医療費助成制度があります。該当される人

は次のとおりです。�

　交通事故など、第３者から傷害を受けたとき�

　医師の指示で、補装具を装着したとき�

　入院して食事療養費を支払ったとき（障害者、乳幼児、 

　母子家庭等の人）�

　県外の医療機関で医療費を支払ったとき（福祉医療の人）

　転入や転出したとき�

　障害者となったとき�

　加入医療保険や住所、氏名、扶養義務者などが変わった

　とき�

　加入医療保険の受給資格がなくなったとき�

　所得の変更があったとき（福祉医療の人）�

◆手続きに必要なもの　　印鑑　　健康保険証　　領収書

　など�

　詳しくは、健康福祉部健康課医療係（☎２２・３３３７

内線５１２、５１３）へ。�

洲本市の老人保健と福祉医療費の状況（平成１１年度）�

　我が国は、いまや平均寿命８０年という世界最長寿国になり、２１世紀には国民の

４人に１人がお年寄りという超高齢社会に達しようとしています。�

　「老人保健制度」や「福祉医療制度」は、皆さんが健康で不安のない幸せな生活を

送ることができるよう、すべての医療保険が協力して医療費を負担する制度で、国や

県、市からの補助金も含まれています。�

母子（父子）家庭の母（父）�
と子（満１８歳未満）�
遺児（父母のいない１８歳�
未満の子）�

０歳～５歳児�
（３歳～５歳児は�
入院のみ助成）�

身体障害者手帳�
１、２級�
療育手帳Ａ判定�
の人�

�
満６５歳～６９歳�
の人�

満７０歳以上の人�
満６５歳～６９歳�
で一定の障害のあ�
る人�

該当する人�

障　害　者� 乳　幼　児� 母　子　家　庭　等�

福　　　　　祉　　　　　医　　　　　療�

老　　　人�
老　人　保　健�制　度　別�

医 療 費 助 成 制 度 の 内 容 �

受診率�１件あたり�
日　　　数�

老　人　医　療�

障 害 者 医 療�

乳 幼 児 医 療�

母子家庭等医療�

老 人 保 健 医 療 �

福

祉

医

療

�

167,120

44,633

5,226

16,542

6,823

455,282

87,478

19,442

24,839

10,589

5,283,410,181

855,680,941

343,317,995

206,748,607

82,425,570

4,916,584,499

140,829,334

45,688,789

50,950,400

21,428,001

795,335

436,349

1,266,856

135,573

124,322

11,605

9,782

17,659

8,324

7,784

31,614

19,171

65,694

12,498

12,081

2.72

1.96

3.72

1.50

1.55

209.64

189.67

160.70

90.39

85.76

6,643

1,961

271

1,525

663

人� 件� 日� 円� 円� 円� 円� 円� 日� パー�
セント�

１件あたり�
医　療　費�

１日あたり�
医　療　費�

１人あたり�
医　療　費�

洲本市が支払った�
医　　 療 　　費�総 医 療 費 �延べ診�

療日数�件　数�受給�
者数�区　　　　分�

こんな時は、届出を……�

▽
▽
▽
▽
　
▽
▽
▽

▽
▽

▼
�

▽ ▽ ▽
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総務庁統計局・兵庫県・洲本市� お問い合せ先：市役所総務部総務課（☎22・3321）�

国勢調査�
知りたいな私が住んでる国だもの�

9月下旬から調査員がおうかがいいたします。�

平成12年10月1日（日）�

9月下旬から、調査員が皆さんのお宅に調

査票を配りにおうかがいします。調査票が

お手元に届いたら、10月1日現在の皆さん

の状況を記入してください。記入していた

だく項目は、男女の別、出生の年月、就業

状態、通勤・通学地、住居の種類など22項

目です。記入していただいた内容は、統計

を作成するためにだけに使い、調査票は集

計後に溶かします。調査票に書かれたこと

が他にもれることは絶対にありませんので、

ご安心ください。�

10月9日までに、再び調査員が調査票を受

け取りにおうかがいします。�

�

調査の結果は、今年の12月から公表します。

まず、人口や世帯数の速報値を、その後「高

齢者世帯の状況」や「労働力状態、産業別構

成」などを順次集計・公表していきます。�

例えばこれらの調査結果は、まちづくりを

進める貴重な資料として役立てていきます。

現在、日本は人口の高齢化が急速に進んで

います。お年寄りが暮らしやすいまちをつ

くっていくためには、住宅や福祉、医療の

面でどういった対策が必要かを、調査結果

から探っていきます。このほかにも、議員

定数を決めたり、都市計画を策定したり、

平均寿命を算出したり……。あなたとこの

まちの21世紀のために、国勢調査の結果を、

いろいろな分野で活用していきます。�

あなたの調査票には�
日本の大切な未来がつまっています。�
�あなたと、このまちの21世紀のために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　します。�5年に1度、日本に住んでいるすべての人を対象に行う大規模な統計調査です。�

まちづくりなどの資料として活用�

調査票の配布�

記　入�

回　収�

集計・公表�

調査票は溶かして再生紙に�

調査票に　　　　 してください�

します�

10月1日、国勢調査を実施�



１２�

写真�
ニュース�

越波解消のため養浜�
有機肥料はいりませんか�清掃活動に表彰状�

三都市水泳大会�
　　　　50回迎えフィナーレ�

障害者と高校生が交流�

い つ ま で の お 達 者 で �

　海岸線の砂浜が長年の侵食などでほとん

ど無くなった由良内田海岸で、砂の投入作

業が始まりました。冬場や台風時の越波対

策として、県洲本土木事務所が行っている

もので、今年度は２２，８００立方　、来

年度は３０，０００立方　の砂が投入され、

約３０　沖までの養浜が完成する予定。�

　三洋電機洲本

工場では、社員

食堂から出る生

ごみを処理して、

窒素やリン酸、

カリを含む園芸

や農園に適した

肥料を製造して

います。同工場

では、この肥料

を希望者に配布

してくれます。

配布は、毎月第２土曜日の午前９時から正

午まで、同工場体育館前で。ただし、申し

込みは淡路県民局県民課（☎２２・３５４

１）へ、お願いします。�

　大浜海水浴場などで清掃奉仕活動を行って

いる念法眞教淡路洲本念法寺がこのほど、（社）

日本観光協会関西支部から表彰を受けました。

同念法寺は、淡路島まつりの後など年間１０

数回にわたり、大浜公園やその周辺のごみ拾

いなどをしてくれています（写真は、中川市

長から表彰の伝達を受ける磯村良俊住職）。�

　合唱や演奏など音楽を通じて、障害者と高校生の交流を図

る「あこるとコンサート　」が８月１９日、淡路勤労センタ

ーで行われました。淡路青年会議所が島内の高校とハンディ

キャップを持つ人が通う作業所に呼びかけ行ったもので、今

年で２回目。�

　洲本市、赤穂市、明石市による「三都市水泳競技大会」が８月

１３日、淡路勤労センターで行われました。各市の代表約３００

人が参加、個人や団体など４５種目でタイムを競いました。水泳

競技力の向上と３市の交流を目的に昭和２６年に始まり、当初の

目的を達成したとして今回が最後の開催となりました。�

　「高齢者保健福祉月間」の始まる９月１日、中川市長や上田市議会議長らが、市内の最高

齢者や由良総合福祉センターを訪問して、記念品を贈り長寿を祝福しました。�

写真は、在宅最高齢者の山本安郎さん（９９歳・物部）と谷川もよさん（１０２歳・千草）。�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�



１３�

あなたの健康大丈夫でしたか� 電機器具などを無料点検�

新感覚イベントが大賑い�

高校生がハワイ島を親善訪問�
若 い お 母 さ ん に 大 人 気 �

「安い」「うまい」で大盛況�夏 は や っ ぱ り 盆 お ど り �

　「洲本の盆踊り・サマーフェスティバル」が８月１３日、

ジャスコ駐車場東側空地で行われました。会場中央にはやぐ

らが組まれ、ゆかた姿の家族づれや観光客も踊りに参加して、

盛大に踊りが繰り広げられました。�

　地元で取れる魚介類や野菜を知ってもらおうと食をテーマにし

た「食の祭典」が８月１１日、「御食国」横の多目的広場で行わ

れました。新鮮野菜や海産物が安い値段で販売され、夕涼みの家

族づれらで賑いました。�

　「子育てフリーマーケット」が８月２９日、洲本中央公民

館で行われました。子育て学習センターの「プチトマトメイ

ト」や「親子ふれあい教室」の会員らが持ちよった子供服や

靴、おもちゃなどが安く販売され、若いお母さんらで賑いま

した。また、子育て学習センターでは、現在、次の「親子ふ

れあい教室」の参加者を募集しています。　１０月１４日（土）、

親子でラティス作りとよせ植え　　１０月２８日（土）、親子遠

足　　詳しくは、同センター（☎２４・３３７４）へ。�

　市内の高校生や市国際交流協会の会員ら１８人が、８月１７日

から２３日までアメリカ・ハワイ州ヒロ市（ハワイ島）を訪れ、

ホームステイなどで交流を深めました。（写真は、ハワイ郡庁舎

を訪れた訪問団。中央はヤマシロ郡長）�

　市内の若手事業者らの手作りイベント

「Awaji　Bureiko  ２０００」が８月１２日、

洲本ポートターミナルビル周辺で行われまし

た。音楽やアート、食を楽しむ新感覚のイベ

ントで、服や雑貨のフリーマッケットのほか、

子どもファッションショーなどが行われまし

た。�

　兵庫県電気工事工業組合の皆さんが、８月

２４日リベラル物部店や市役所由良支所で、

電気器具の無料点検や公共設備の点検などを

行ってくれました。�

　成人病などを検査する集団健診や農協と

共同で行う町ぐるみ健診が、７月３１日～

８月２５日に行われ約２，１５０人が受診さ

れました。健診結果は順次皆さんに郵送で

お知らせしています。健康を保つため年１

回は健康診断を受けてください。�

▽
�

▽
�

▼
�



１４�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

　
尿
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な�

い
と
い
う
人
は
、
ま
ず
、
い
な

い
で
し
ょ
う
。
検
尿
は
簡
単
に

行
え
、
直
ぐ
に
結
果
が
出
て
、

有
力
な
情
報
を
沢
山
提
供
し
て

く
れ
ま
す
。
外
観
は
濁
り
も
な

く
き
れ
い
な
の
に
、
試
験
紙
法

で
血
尿
と
判
定
さ
れ
る
の
を
潜

血
、
あ
る
い
は
顕
微
鏡
的
血
尿

と
い
い
、
目
で
み
て
は
っ
き
り

血
尿
と
分
か
る
の
を
肉
眼
的
血

尿
と
い
い
ま
す
。�

　
も
し
健
診
な
ど
で
偶
然
、
尿�

潜
血
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、
あ�

な
た
は
何
科
を
受
診
さ
れ
ま
す�

か
。
内
科
へ
行
き
ま
す
か
。
泌�

尿
器
科
は
、
ど
う
も
行
き
づ
ら�

い
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な�

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と�

を
言
わ
ず
に
是
非
、
泌
尿
器
科�

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
理
由�

と
し
て
、
血
尿
が
ど
こ
か
ら
出�

て
い
る
の
か
原
因
を
追
求
し
な�

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場�

合
、
ま
ず
始
め
に
泌
尿
器
科
疾�

患
を
検
査
す
る
方
が
確
実
に
診�

断
出
来
ま
す
。
今
は
超
音
波
検

査
（
エ
コ
ー
）
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
腹
部
に
聴
診
器
を
当
て
る

の
と
同
じ
感
覚
で
身
体
の
中
を

み
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
エ
コ

ー
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ず

泌
尿
器
科
疾
患
は
診
断
で
き
ま

す
。
そ
の
後
で
内
科
や
婦
人
科

疾
患
を
検
査
し
ま
す
。�

　
特
に
尿
路
系
腫
瘍
の
場
合
、�

一
年
あ
る
い
は
数
年
前
に
肉
眼�

的
血
尿
が
出
た
が
、
痛
み
も
な�

い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い�

た
ら
き
れ
い
に
な
っ
た
と
か
、�

あ
る
い
は
内
科
で
尿
を
み
て
も�

ら
っ
た
が
異
常
な
い
と
言
わ
れ�

た
の
で
放
置
し
て
い
た
と
い
う�

患
者
さ
ん
を
時
々
み
か
け
ま
す
。�

泌
尿
器
科
的
検
査
を
せ
ず
に
、�

重
要
な
疾
患
を
見
逃
し
た
り
、�

あ
る
い
は
癌
の
場
合
、
今
で
は�

ほ
と
ん
ど
内
視
鏡
で
手
術
を
す�

る
の
で
、
大
き
く
な
る
前
に
早�

期
に
手
術
す
る
方
が
、
よ
り
簡�

単
に
出
来
ま
す
。�

　
以
上
、
血
尿
を
指
摘
さ
れ
た�

場
合
は
、
是
非
泌
尿
器
科
へ
。�

血

　

　

尿

�

松 島 医 院 �

松島　進 医師�

１０
月
1
日
〜
7
日
は�

「
法
の
日
週
間
」�

　
　
　
　
　
　
　
で
す�

「
公
証
週
間
」�

契
約
と
財
産
は�

公

正

証

書

で

�

１０
月
１６
〜
２２
日
は�

�

　
十
月
一
日
は「
法
の
日
」、
ま

た
、
十
月
一
日
か
ら
一
週
間
は

「
法
の
日
週
間
」「
公
証
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
中
は
各
地
で

記
念
式
典
や
無
料
法
律
相
談
な

ど
の
各
種
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。�

���

◆
と
　
き
　
十
月
三
日
（火）
、
午�

　
前
十
時
〜
午
後
三
時�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三�

　
階
会
議
室�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務�

局
洲
本
支
局
（
☎
２
２
・
０
４�

９
７
）
へ
。�

����

　
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査�

士
な
ど
が
相
談
に
当
た
り
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
十
月
四
日
（水）
、
午�

　
前
十
時
〜
午
後
三
時�

◆
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生�

活
部
市
民
課
市
民
相
談
係
（
☎

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
５
）�

へ
。�

�

　
重
要
な
取
り
引
き
を
し
た
り
、�

遺
言
を
残
し
た
り
す
る
と
き
は
、�

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
公
正
証�

書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

　
公
証
役
場
で
は
無
料
相
談
も�

行
っ
て
い
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
公
証
役
場�

（
本
町
二
―
三
―
一
三
、
☎
２�

４
・
３
４
５
４
）
へ
。�

　
総
務
庁
で
は
、
毎
年
「
行
政�

相
談
週
間
」
を
設
け
、
行
政
相�

談
員
制
度
の
普
及
や
利
用
の
促�

進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。�

　
洲
本
市
で
は
、
毎
月
第
一
水�

曜
日
に
定
例
行
政
相
談
を
福
祉�

開
館
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
相�

談
は
、
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。�

お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お�

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
相
談
委
員
の
自
宅
で�

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▽
岸
本
恵
哉
さ
ん
、
上
加
茂
一�

一
一
番
地
　
☎
２
２
・
５
２
３�

８
　
▽
四
方
弘
子
さ
ん
、
宇
原�

一
〇
二
二
　
☎
２
２
・
７
５
９�

５�

「
行
政
相
談
週
間
」�

登
記
な
ど
の�

　
　
無
料
相
談

�

特
設
人
権
相
談�



１５�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ�

こ
ん
に
ゃ
く
の
お
か
か
あ
え�

２２２�

８４�

ハグロトンボの雄�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

栄養士 川 口 睦 子�

い
わ
し
の
み
そ
煮�

■
作
り
方�

①
い
わ
し
は
、
頭
と
腹
わ
た
を�

　
取
り
、
二
つ
に
切
る
。�

②
Ａ
を
熱
し
、
い
わ
し
を
入
れ
、�

　
煮
る
。�

③
皿
に
盛
り
、
煮
汁
と
ね
ぎ
の�

　
小
口
切
り
、
土
生
姜
の
せ
ん�

　
切
り
を
盛
る
。�

■
作
り
方�

①
こ
ん
に
ゃ
く
は
茹
で
、
五�

　
幅
に
切
り
目
を
入
れ
、
一
・

　
五
　
角
に
切
る
。�

②
に
ん
じ
ん
、ピ
ー
マ
ン
は
、一

　
口
大
に
切
り
、さ
っ
と
茹
で
る
。�

③
鍋
に
こ
ん
に
ゃ
く
を
入
れ
、�

　
空
い
り
に
し
、
Ａ
を
入
れ
る
。�

　
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
は
、
名
前
の�

と
お
り
羽
全
体
が
黒
色
で
、
体�

長
は
六
　
ほ
ど
で
す
。
雄
の
羽�

は
青
紫
色
を
帯
び
、
雌
の
羽
は�

褐
色
を
帯
び
て
い
ま
す
。
腹
部�

も
黒
色
で
細
長
く
、
雄
は
緑
色�

を
帯
び
て
い
ま
す
。�

　
低
山
地
か
ら
平
地
の
、
ゆ
る�

や
か
な
流
れ
の
あ
る
所
に
発
生�

し
、
成
虫
は
五
月
中
旬
か
ら
十�

月
ご
ろ
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
日�

陰
に
多
く
、
飛
び
立
っ
て
も
す�

ぐ
に
止
ま
り
ま
す
。
幼
虫
は
全�

体
に
褐
色
で
、
水
草
の
あ
る
所�

で
生
活
し
て
い
ま
す
。�

　
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
は
、
北
海
道�

か
ら
本
州
、
四
国
、
九
州
に
広�

く
分
布
し
て
い
る
普
通
種
で
、�

淡
路
島
で
も
各
地
に
分
布
し
て�

い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
ご
ろ
に�

毒
性
の
強
い
農
薬
が
使
わ
れ
、�

そ
の
影
響
で
個
体
数
が
激
減
し�

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
少
し�

ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。�

２�
１�

２�
１�

セ
ン�

チ�

ミ�　
リ�

セ
ン�

チ�
グラ�
ム�

◆材料（４人分）�
いわし（大）またはさんま　４尾�

土生姜（せん切り）�

水　　　　　　　　カップ１�

酒　　　　　　　　大さじ１�

砂糖　　　　　　　大さじ１�

みそ　　　　大さじ２～２�

細ねぎ�

�

◆材料（４人分）�
こんにゃく　　　　１枚�

にんじん　　　　　　本�

ピーマン　　　　　４個�

砂糖　　　　　大さじ１�

しょうゆ　　　大さじ２�

酒　　　　　　大さじ１�

かつお節　　　　　５�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
写
ら
な�

い
な
ど
、
夜
間
緊
急
時
の
淡
路�

島
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
連
絡
は�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
（
２
５
・
２
５
２�

５
）
で
お
願
い
し
ま
す
。
Ｎ
Ｔ�

Ｔ
電
話
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
転
送

に
よ
り
担
当
者
が
対
応
し
ま
す

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
電
話
で
は

転
送
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
）。�

　
市
情
報
課
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル�

テ
レ
ビ
電
話
帳
を
十
一
月
に
作�

成
し
ま
す
。
電
話
帳
作
成
に
当�

り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
電
話
設�

置
者
の
皆
さ
ま
へ
、
九
月
下
旬�

に
電
話
帳
掲
載
に
つ
い
て
の
お�

尋
ね
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

内
容
は
、
電
話
帳
掲
載
希
望
や�

内
容
の
確
認
で
す
。
ご
回
答
の�

う
え
、
情
報
課
ま
で
ご
返
送
く�

だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
情
報
課�

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

◆
と
　
き
　
十
一
月
二
十
三
日
（木）�
�

◆
と
こ
ろ
　
流
通
科
学
大
学
、�

　
姫
路
工
業
大
学�

◆
申
込
書
配
布
期
間
　
九
月
十�

　
八
日
（月）
〜
二
十
九
日
（金）�

◆
受
付
期
間
　
九
月
二
十
五
日�

　
（月）
〜
二
十
九
日
（金）�

▼
受
験
資
格
、試
験
科
目
、受
験

講
習
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所

都
市
整
備
部
下
水
道
課
（
☎
２

２
・
３
３
２
１
内
線
３
３
６
）へ
。�

　
兵
庫
県
で
は
、
人
間
と
犬
が�

う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
よ�

う
「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を�

開
催
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な�

服
従
訓
練
の
コ
ツ
が
楽
し
く
学�

べ
ま
す
。
見
学
自
由
で
す
の
で
、�

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加�

し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合�

は
、
洲
本
保
健
所
で
し
つ
け
方�

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
七
日
（金）
、�

　
午
前
の
部
（
十
時
〜
十
一
時

　
半
）、
午
後
の
部（
一
時
半
〜

　
三
時
）�

◆
と
こ
ろ
　
市
民
球
場
駐
車
場�

◆
受
　
付
　
十
月
二
日
（月）
、
午�

　
前
十
時
か
ら
洲
本
保
健
所
で
、�

　
先
着
順
で
受
付
し
ま
す
。
募�

　
集
数
は
午
前
、
午
後
の
部
各�

　
二
十
組
で
す
。�

　
ま
た
、
十
一
月
二
日
（木）
、
津

名
町
塩
田
で
も
行
わ
れ
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
保
健
所
環�

境
衛
生
課
（
☎
２
２
・
３
５
４�

１
内
線
４
１
６
）
へ
。�

淡
路
島
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の�

夜

間

連

絡

は

�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
で

�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

電
話
帳
作
成
の
た
め�

　
　
ご
協
力
を�

犬
の
し
つ
け
方
教
室�

参
加
者
募
集�

下
水
道
排
水
設
備
工
事�

責
任
技
術
者
試
験
を�

　
　
行
い
ま
す�

Ａ�

Ａ� ゆ�
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県
で
は
、
建
設
省
や
近
畿
二

府
三
県
な
ど
と
共
同
で
、
十
月

か
ら
十
一
月
に
か
け
て
京
阪
神

都
市
圏
で
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

（
交
通
実
態
）
調
査
を
行
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
鉄
道
や
バ

ス
、
自
動
車
な
ど
の
交
通
機
関

の
利
用
の
さ
れ
方
を
調
べ
て
、

交
通
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。�

　
こ
の
調
査
で
は
、
無
作
為
に

選
ば
れ
た
約
三
　
の
家
庭
を
対

象
に
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
ど
こ

へ
、
ど
ん
な
目
的
で
、
ど
の
交

通
機
関
を
利
用
し
て
移
動
し
た

か
を
調
べ
ま
す
。
対
象
と
な
っ

た
ご
家
庭
に
は
、
調
査
員
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
、

調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、
調
査
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
、
調
査
内
容
は
調
査
以
外

の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
県
土
整

備
部
ま
ち
づ
く
り
局
都
市
計

画
課
（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・

７
７
１
１
）
へ
。�

����

◆
部
　
門
　
日
本
画
、
洋
画
、

　
書
、
彫
塑
、
工
芸
、
写
真�

◆
応
募
資
格
　
満
十
五
歳
以
上

◆
出
展
点
数
　
一
人
一
部
門
に

　
つ
き
一
点
で
自
作
未
発
表
の

　
も
の�

◆
作
品
受
付
　
十
月
二
十
六
日

　
（木）
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
六

　
時
、
市
民
会
館
で
。�

◆
展
　
示
　
入
選
作
品
は
、
十

　
一
月
一
日
（水）
か
ら
十
一
月
五

　
日
（日）
ま
で
市
民
会
館
で
展
示

　
し
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
美
術
展
運
営

委
員
会
（
教
育
委
員
会
内
　
☎

２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

����

　
自
動
車
税
を
ま
だ
納
め
て
い

な
い
人
は
、
早
急
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。�

　
洲
本
財
務
事
務
所
で
は
、
税

収
一
〇
〇
　
確
保
の
た
め
、
特

別
対
策
本
部
を
設
置
、
滞
納
の

一
掃
を
目
指
し
、
勤
務
先
へ
の

給
料
照
会
、
預
金
調
査
な
ど
の

大
作
戦
を
展
開
し
ま
す
。�

����

　
売
買
や
贈
与
、
建
築
な
ど
に

よ
っ
て
、
不
動
産
（
土
地
・
家

屋
）
を
取
得
さ
れ
る
と
、
不
動

産
取
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
財
務
事
務

所
（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）
へ
。�

����

　（
財
）兵
庫
県
青
少
年
本
部
で

は
、
奉
仕
活
動
な
ど
を
通
じ
て

地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
う
、
ふ
る

さ
と
青
年
協
力
隊
（
村
岡
町
、

南
淡
町
）
派
遣
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。�

　
村
岡
町
で
は
、
十
月
十
三
日

〜
十
六
日
、
南
淡
町
で
は
、
十

一
月
十
日
〜
十
三
日
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
本
部
（
☎
０

７
８
・
３
６
０
・
８
５
８
１
）

へ
。�

わが家の　ホ ー プ�

稲 家 桃 花 ちゃん�

（平成11年4月28日生まれ）�（物部）�

いたずらざかりで、元気な桃ちゃん。�
これからもすくすく育ってね。　母：裕佳さん�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

洲
本
市
美
術
展�

　
　
　  

作
品
募
集�

自
動
車
税�

  

税
収
確
保
一
〇
〇�

    

大
作
戦
を
実
施
中
！�

土
地
や
家
屋
を�

　
　
取
得
し
た
場
合
は�

　
　
　
　
　
　
申
告
を�

ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊�

　
　
　
　
参
加
者
募
集�

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ�

　
（
交
通
実
態
）�

　
　
調
査
に
ご
協
力
を�

「秋の全国交通安全運動」�

交通死亡事故多発事態宣言中�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

　今回の重点目標は、お年寄りの交通事故防止とチャイルドシー

ト、シートベルト着用の徹底です。あなたの大切な子供とお年寄

りを悲惨な交通事故から守りましょう�

�

�

�
　洲本市内では、今年に入り交通死亡事故が多発、昨年１年間に

比べ死亡者数は倍増しています（９月１日現在）。秋は行楽シー

ズンでもあり、外出する機会も多くなります。�

　交通ルールを守り、ゆとりある運転を心がけ、交通事故をなく

しましょう。�

　兵庫県警では、身近な人が行方不明となり、心

配されている人のために、神戸市と姫路市で「行

方不明者相談所」を開設します。時間はいずれも、

午前９時～午後５時までです。お気軽にご相談く

ださい。�

詳しくは、洲本警察署（☎２２・０１１０）へ。�

◆開設期間・場所�

▼
�

兵庫県警察本部２階県民相談室�

（神戸市中央区下山手通５－４－１）�

９月２０日（水）�

　～２３日（土）�

と　　き� と　　こ　　ろ�

行方不明者相談所を開設�

９月２４日（日）�

　～２６日（火）�

姫路市自治福祉会館�

（姫路市安田３－１）�

9月21日～30日�

いな　　　や　　 もも　　　か�
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���

「
結
核
！
み
ん
な
知
っ
て
る�

　
　
　
　
　
　
忘
れ
て
る
」�

　
結
核
は
強
力
な
薬
の
開
発
で
、

ほ
と
ん
ど
半
年
か
ら
一
年
で
治

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
治
療
を
効
果
的
に
す
る
た
め

に
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。�

　
結
核
の
予
防
と
し
て
は
、�

▽
乳
幼
児
や
小
中
学
校
の
ツ
ベ

　
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
や
Ｂ
Ｃ

　
Ｇ
接
種
を
決
め
ら
れ
た
時
期

　
に
確
実
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
年
に
一
度
は
市
で
行
わ
れ
て

　
い
る
住
民
検
診
、
各
職
場
で

　
行
わ
れ
て
い
る
事
業
所
検
診

　
な
ど
の
健
康
診
断
（
胸
部
エ

　
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査
）
を
受

　
診
し
、
自
分
自
身
の
健
康
管

　
理
を
し
ま
し
ょ
う
。�

▽
結
核
の
主
症
状
で
あ
る
咳
が

　
二
週
間
以
上
続
く
、
微
熱
が

　
続
く
、
疲
労
倦
怠
感
な
ど
が

　
あ
れ
ば
す
ぐ
に
医
師
の
診
断

　
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
保
健
所�

（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）へ
。�

����

　
県
立
淡
路
文
化
会
館
で
は
、

日
本
画
公
募
展
の
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
出
品
申
し
込
み

は
、
十
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
同
会
館
（
☎
０

７
９
９
・
８
５
・
１
３
９
１
）

へ
。�

����

◆
募
集
科
目
　
▽
情
報
シ
ス
テ�

　
ム
科
　
▽
パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科�

　
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科�

　
▽
宝
飾
工
芸
科�

◆
募
集
期
間
　
十
月
十
九
日
（木）

　
ま
で
。�

▼
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、�

同
校
（
☎
０
７
８
・
９
２
７
・

３
２
３
０
）
へ
。�

9
月
２４
日
〜
３０
日
は�

　
結
核
予
防
週
間
で
す�

淡
路
日
本
画
公
募
展�

　
　
　
　
作
品
募
集�

県
立
障
害
者�

高
等
技
術
専
門
学
院�

　
　
　
　
学
院
生
募
集�

◆今月の回収日　�

　　　 ９月２８日（木）�
　　　　（毎月第４木曜日）�
�◆容器の水洗いは忘れずに�
　　缶やびん、ペットボトルを拠点回収に出す時は、水洗い

　の後、水切りをしてから出してください（水洗いには、風

　呂の残り湯を使うなど節水にご協力ください）。また、キ

　ャップやラベルも取り外してから出してください。�

　資源ごみのリサイクルについてのお問い合わせは、市役所

環境整備課（☎２２・３３２１）へ。�

▼

▼
▼

▼
▼

　赤い羽根の共同募金運動が、１０月１日から全国一

斉にスタートします。運動期間中には、町内会の役員、

地区の民生委員、奉仕者の皆さんが、お伺いをします

ので、募金運動にご協力をお願いします。�

　昨年度の募金運動では、７２２万７１４円のご協力

をいただきました。この寄付金は、市民の社会福祉に

役立てることにしています。�

　今年もご協力よろしくお願いします。�

　詳しくは、共同募金会洲本支部（総合福祉会館内☎

２６・００２２）へ。�

◆全国人形芝居サミット�

　　と　き　１０月６日（金）、午後１時～�

　　ところ　三原町立市小学校体育館（三原町）�

◆全国人形芝居フェスティバル（入場無料）�

　　と　き　１０月７日（土）、８日（日）、午前９時～�

　　ところ　三原町立中央公民館大ホール（三原町）�

　詳しくは、全国人形芝居サミット＆フェスティバル

実行委員会（財団法人淡路人形協会内　☎４２・００

５６）へ。�

◆と　き　１０月１日（日）、�

　　　　　午前９時３０分～午後４時３０分�

◆ところ　北淡町町民センター（北淡町）�

◆内　容　郷土芸能や民謡の発表など。また、ゲスト

　として篠山デカンショ節保存会が特別出演します。�

　お問い合せ　県立淡路文化会館（☎０７９９・８５・

１３９１）へ。�

◆と　き    ９月１５日～１１月５日�

　　　　　（月曜日と１０月９～１０日は休館）�

　　　　　午前１０時～午後５時�

◆ところ　県立歴史博物館（姫路市本町）�

◆展示資料　高田屋嘉兵衛画像や蝦夷全図など嘉兵衛

　ゆかりの品々�

　詳しくは、県立歴史博物館（☎０７９２・８８・９

０１１）へ。�

▽

�������
�������
�������

yyyyyyy
yyyyyyy
yyyyyyy

赤い羽根共同募金�
ご協力お願いします�

赤い羽根共同募金�

�������
�������
yyyyyyy
yyyyyyy第１０回全国人形芝居サミット�

＆フェスティバル開催�
第１０回全国人形芝居サミット�

＆フェスティバル開催�

�������
�������
yyyyyyy
yyyyyyy第１２回兵庫のまつり－ふれあいの祭典�

第１７回淡路民謡祭�
第１２回兵庫のまつり－ふれあいの祭典�

第１７回淡路民謡祭�

�������yyyyyyy

��������
��������
yyyyyyyy
yyyyyyyy

特別展「豪商  高田屋嘉兵衛」開催�特別展「豪商  高田屋嘉兵衛」開催�

▽
▽

▽

資源ごみ拠点回収一口メモ�資源ごみ拠点回収一口メモ�

「ガールスカウト　ふれあいの日」�・と　き　10月８日（日）13：00～15：00（雨天の場合は10月９日（月）に順延）�
・ところ　塩屋緑地公園　・内容　ガールスカウト活動紹介・バザー・ゲーム�



１８�

おいしい、楽しい、宝物発見！�

主　催／あわじ復興大バザール実行委員会�
問合せ／TEL.0799－22－2571（洲本商工会議所）�

青くひろがる海原こえて、船をこぎ出せ探検だ！波のむこうにポッカリ浮
かぶ、そこは楽園、ぼくらのトレジャーアイランド！多彩なイベントを盛
り込んだバザールにみんな興味津々。震災をのりこえ、ますますパワーア
ップした淡路島で、数々のアミューズメント施設や、自然いっぱいの食と
文化を満喫してください。�

【洲本会場】洲本市中心市街地�

【三原郡会場】南淡町福良商店街� 【津名郡会場】北淡町震災記念公園�

9月30日（土）�

9月30日（土）～10月2日（月）�

10月7日（土）～10月9日（月）� 11月3日（金）～11月5日（日）�

10月1日（日）�

●オープニングセレモニー�
●震災記録ビデオ放映�
●ステージイベント�
●街づくりシンポジウム�
●ステージイベント�

●テントバザール●洲本アウトレットモール�
●洲本モーターフェア●プレイランド�
●フリーマーケット�

●外人パフォーマンスショー�
●遊戯王デュエルモンスターズカード大会�
●キッズファッションショー�
●キャラクターショー�
●子供ジャズダンス�

●テントバザール●洲本アウトレットモール�
●洲本モーターフェア●プレイランド�

●あわじの食材ギネスに挑戦�
●アートペインティング●ＤＪライブショー�
●パラソルショップ●骨董市�

11：00～�
12：00～�
13：30～�
15：00～�
16：00～�

11：00�

�18：00

11：00～�
11：00～�
13：00～�
14：30～�
16：00～�

11：00～�
17：00�

13：00�

�18：00

●ナイトファンタジー�
●商店街復興大バザール�
●ガーデニングフェア2000�
●バルーンアート�

18：00�����21：00

●オープニング式典（10月7日）�
●ステージイベント�
●特産品バザー�
●ブラスバンド�

●オープニング式典（11月3日）�
●商店街テントバザール�
●ふるさと産地直送市�
●あわじ屋台村�
●日用品・手作り品の�
　フリーマーケットなど�＊イベント内容は変更になる場合があります。�

〜�

〜�

〜�



お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

ママメイト�
いのちって何だ　毎月第１～４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　９月２６日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　１０月１７日�
（火）、受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　１１月１４日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　１０月３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　９月２８日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�

　者（Ｈ１０．９月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　１０月２０日（金）、午前�
　９時３０分～１１時�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

�

�

成人健康相談　１０月２日（月）、午後�
　１時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�
　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など。�

　奇数月は第２火曜日のみ。９月は�

　第３火曜日も行います）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

　９月、１０月の乳幼児健康診査を�

次のとおり行います。対象者には問�

診票などを送付しますので、母子手�

帳を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。１０�

　月４日（水）、１０月１８日（水）、（受付�

　・市役所市民相談係で電話による�

　予約受付けをしています。☎２２�

　・３３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　１０月４日（水）、午後１時�

　１５分～（受付・午後１時３０分�

　まで）総合福祉会館で。�

社会保険相談　第４金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

９月２１日（木）�

９月２９日（金）�

１０月５日（木）�

１０月１２日（木）�

１０月１９日（木）�

１０月２７日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１１年１１月生�

�

�

Ｈ１１年２月生�

�

�

�

Ｈ１１年３月生�

Ｈ１２年５月生�

�

�

�

Ｈ１２年６月生�

�

�

�

Ｈ９年７月生�

�

胃がん検診　１０月４日（水）、午前９�
　時～（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　　�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎月第３水曜日、午後�

　１時～３時、青少年センター（☎�

　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�

　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

　　　　 お　し　ら　せ�

　「第２回図書館市民まつり」を１０

月２８日（土）・２９日（日）に開催しま

す。セミナーやバザーのほかにも、�

子ども向け行事などを盛り沢山に行�

う予定です。詳しくは、来月号広報�

やケーブルテレビなどでお知らせし�

ます。�

�

はじめて「図書館利用カード」を�

　　　　作成される人に�

　図書館の資料を借りる場合は、「図

書館利用カード」が必要です。申込

用紙は図書館で用意していますので、

必要事項を書いて、提出してくださ

い。なおその時には、本人と確認で

きる免許証などが必要です。�

�

�

◆と　き　１０月１４日（土）�

　　　　　午後２時から�

◆ところ　児童室　おはなしのへや�

　なお、９月２３日（第４土曜）は

休館日ですので、「おはなし会」と

「おりがみ教室」はお休みします。�
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２０�

介護保険や福祉、健康に関することは�

福祉・保健・医療の総合施設「健康福祉館」が完成、介護保険などについての業
務は４月１日から「健康福祉館」で行っています。�
また、炬口で業務を行っていた教育委員会は、７月３１日から市役所南庁舎に移
転しています。�

　教育委員会移転後、市連合婦人会などが使用�

しています。�

　１階では、教育委員会、３階では、農業委員�

会や監査公平選挙管理委員会が業務を行ってい�

ます。�

　戸籍や住民票、国民年金、国民

健康保健などを担当する市民生活

部市民課　税金などを担当する総

務部税務課　指定ごみ袋や資源ご

みのリサイクルを担当する市民生

活部環境整備課などが業務を行っ

ています。そのほか、産業振興部

企画部、都市整備部、水道事業所

などが業務を行っています。�
△
�

△
� △
�

◆健康福祉部 介護福祉課�
　☎２２・９３３３�
　　介護保険全般�

　　養護老人ホームの入所�

　　民生・児童委員に関することなど�

◆健康福祉部 福祉課�
　☎２２・３３３２�
　　児童・母子・障害者（児）福祉�

　　生活保護に関することなど�

◆健康福祉部 健康課�
　☎２２・３３３７�
　　生活習慣病やがん検診、健康教室�

　　母子手帳や児童健康検査�

　　老人保健・福祉医療に関すること�

　　など�

（健康福祉館内）�
◆休日等応急診療所 ☎24・6340

日曜日・祝日

　8月15日

12月31日～

　　　1月 3日

午前９時～午後10時�

受付は午後９時30分�

まで�

午後１時～午後10時�

受付は午後９時30分�

まで�

（診察日、診療時間は９月１日現在）�

洲 本 川 �

大
浜
公
園�

大
浜
海
水
浴
場�

　　　　　●�

市民会館�

　美術館�
（アルファビア）�
　　　　●�

●ジャスコ�

バス
ター
ミナ
ル�

　　
　　
  　
●�

カネボウ電子�

●�
●�

●�

●�

御食国�
　  　●�

洲本市立�
図書館�
　　  ●�

市
民
広
場�

塩
屋
筋 

商
店
街�

江國寺卍�

洲浜ポンプ場�

海
岸
通
二
丁
目�

栄町三丁目�
栄町一丁目�

栄町二丁目�

観
光
案
内
所�

本
町
一
丁
目�

本
町
二
丁
目�

本
町
三
丁
目�

本
町
四
丁
目�

市役所�

海
岸
通
一
丁
目�

●�

本
町
五
丁
目�

本
町
六
丁
目�

本
町
七
丁
目�

本
町
八
丁
目�

●広域消防ビル�

●洲浜中学校�第一小学校�

塩屋一丁目�

洲
本
橋� 洲

本
バ
ス
セ
ン
タ
ー�

本 町 商 店 街 �
内
通
商
店
街
�

洲
浜
橋�

国 道 2
8 号 �

●�

湾
岸
道
路�

県
道
洲
本
南
淡
線�

い わ
た 通

り

76

N�
T�
T
�

←�←�

→�→�

→� →�

観
光
旅
館
街�

堀
端
筋 

 

商
店
街�

炬口公民館�

炬
口
海
水
浴
場�

すいせん苑�

●�
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診 療 日 � 診　療　時　間�

木曜日

土曜日

炬口分庁舎　TEL.22・4346市役所本庁舎　TEL.22・3321

健康福祉館�

市役所南庁舎　TEL.22・3321


